
6．4患者の状況（1）【施設向け患者調査票（心大血管疾患リハビリテーション）】  

（1）基本情報   

1）性別   

患者の性別についてみると、「男性」が69．2％、「女牲」が30．5％となっている。  

図表6．4－1患者の性別  

Ot  101  20■  30ヽ  ㈹ヽ  50t  601  70％  801  001 †00l   

4）呼吸器リハビリテーション   

呼吸器リハビリテーション料（1）または呼吸器リハビリテーション料（Ⅲ）を算定してい  

る施設の概況は次のとおりである。  

図表6ふ7 呼吸器リハビリテーション料（！）算定施設の施設概況  

（平均値（カツコ内は標準偏差））  

項目   病院（N＝351）  診療所（N＝7）  

常勤   非常勤  常勤  非常勤   

2．8（2．8）  0．8（0．4）  

（人）   軽快がある   

呼吸器リハビリテーションの  1．0（4．3）  0．7（0．5）   

経験がない  

理学療法士数  4．7（3．6）  1．8（0．1）  

（人）   非専従   2．4（4－5）  1．3（0．8）  3．0（1．0）  

呼吸器リハビリテーションの  0．6（1．7）  

経験がある  

専用の機能訓練室の面積（m2）  295．9（200．2）  135．7（13．4）   

合計  
（Nこ328）  

】 

2）年齢（平成18年12月1日時点）   

患者の年齢についてみると、「70～＄0歳未満」が99名で最も多く、次いで「60～70歳未  

満」が91名となっている。  

図表6．4－2 患者の年齢（N＝326）  （人）  

図表6．3－8 呼吸器リハビリテーション料川）算定施設の施設概況  

（平均値（カツコ内は標準偏差））  

†○■未満  
川－20量未満  

20－80■未満  

銅一朝慮未満  
小ト50鐘未満  

50－80鐘未満  

郎トリ明鏡素月  
†0－80鐘未満  

80～90■乗糞  

98一柑Oi未満   

10（〉丘以上  

無 回 答  

項目  病院（N＝143）  診療所（N＝20）  

常勤   非常勤  常勤  非常勤   

医師数（人）  専任   1．3（0．8）  0．7（1．8）  0．9（0．4）  0．8（1．3）  

非専任   1．0（1．2）  0．2（0．8）  0．3（0．5）  0．4（0．5）   

理学療法士  2．3（1，5）  0．4（0．9）  1．4（1，3）  0．3（0．4）  

数（人）   非専従   1．3（2．1）  0．1（0．3）  0．6（0．8）  1．1（0，8）  

呼吸器リハビリテーションの  1．1（1．1）  1．1（0．8）   

経験がある  

専用の機能訓積皇の面積（m2）  165．8（86．3）  131．1（9臥8）   3） 診療区分  

診療区分についてみると、r入院」が7l．3％、「外来」が2き．0％となっている。  

図表6．4－3 診療区分  

Ol lOヽ   201   30ヽ  10ヽ   50ヽ   もOl  ？O1   801  90ヽ   tOOl  

匝亘三重草奉高音‾l  
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（2）算定対象疾患と算定期間   

平成18年4月以降に調査対象医療機関でのリハビリテーションを開始した患者における  

算定対象疾患は、「その他の急性発症した心大血管疾患又はその手術後の愚者」（93件）が最  

も多く、次いで「急性心筋梗塞」（80件）となっている。10件以上のケースのある算定対象  

疾創こついて、算定日数の上限をもって終了した患者の割合をみると、「狭心症発作」  

（20．7％）が最も多く、次いで「急性心筋梗塞」（16．〕％）となっている。  

図表6．4－4 算定対象疾患と算定期間  

Ol  川1  201  381  州1  5（〉l 181 101  801  101 100l  

2）該当する場合、その疾患・障害（複数回答）   

算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合、その疾患・障害についてみると、r心大血管  

疾患リハビリテーション料の算定対象疾患に該当」（47．9％）が最も多く、次いで「運動器リ  

ハビリテーション料の算定対象疾患に該当」（37．5％）となっている。  

図表6．4－6 算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合の疾患・障害  

合計（N＝98）  

001  20－O1  4001  600％  

心大血管疾患リハビリテーション料の  
算定釣女疾患に該当  

運動器リハビリテーション料の  
算定対象疾患に該当   

脳血管疾患等リハビリテーション料の  
算定対た疾患に該当  

呼吸器リハビリテーション割の  
算定対象疾虻に該当  

九回答  

急性心筋梗塞（N＝帥）  

鋏心症舞作川＝20）  

その他の急性発症した心大血管疾患又は  
その手怖壮の患者（N＝93）  

慢性心不全（N＝39）  

練絹勤廉閉暮性ま患（N＝8）  

その他の憬性の心大血管疾患により、  
一定程度以上の中嶋礪環機能の低下  

及び日常生活能力の低下を集している患者（N＝†）  

k回答佃＝3）  

（4）過去に算定していたリハビリテーション料  

1）過去に算定していたリハビリテーション料の有無   

心大血管疾患リハビリテーション料を算定する前に、過去（平成18年4月以降）にリノ、ヒ  

リテーション料を算定していた患者は5．5％となっている。  

図表6．4－7 過去に算定していたリハビリテーション料の有無  

0ヽ   柑1  20ヽ  30ヽ  40ヽ  50ヽ  80ヽ  ？0＼  80ヽ  901 10Dヽ  

】・上佃（135日まで）に浪一口上限（13トー50日）をもって★了巴上机（・5一日以枠用了用亘筈l  

（3） 算定対象疾患以外の疾患・障害   

1） 算定対象疾患以外の疾應∵障害の有無   

算定対象疾患以外の疾患・障害の有無についてみると、29．3％が「有」としている。  

図表6．4－5 算定対象疾患以外の疾患・障害の有無  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  8nヽ  80ヽ  tO（lヽ  lt右口無占無回答l  

t－有占無口無回壷】  

49  
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（7）調査時点の患者の状態   

1）リハビリテーションの段階  

リハビリテーションの段階については、「急性期J（54．0％）が最も多く、次いで、「回復  

期」（25，3％）、「維持期」（柑．9％）となっている。  

図表6．4－10 リハビリテーションの段階  

Dヽ  20ヽ  401  80t  8【）ヽ  l00ヽ   

（5）現在のリハビリテーション料に切り替えた理由   

現在のリハビリテーション料に切り替えた理由については、「新たな疾患が発症したた  

めj（50．0％）が最も多く、次いで、r病態が変化したため」（33．3％）となっている。  

図表6．4・8 現在のリハビリテーション料に切り替えた理由  

0≠  10≠  20ヽ  30≠  40％  5肌  80Ii 701  80t  90ヽ 100l  

合計  
（N＝32即  

l－畠側扁彿痛古椎翻口無由l  

2） 患者の状態評価   

患者の状態評価において、バーセル・インデックスを用いた評価（終了時の点数と開始  

時の点数との差）については、r10～30点未満」（36名）が最も多く、次いで「30～50点未  

満」（2】名）となっている。  

岡6．小1患者の状態評価（バーセル・インデックス） （人）  

Q  5   1tI  15   20   25   30    35   40   

lt病個脚変化L右左め日義た姦疾患が発症したため旧その由占姦由一  

（6）その他の算定項目（複数回答）  

「心大血管疾患リハビリテーション料」以外に算定した項目については328名のうち99  

名が算定しており、内訳は次のとおりとなっている。  

図表6ん9 その他の算定項目（複数回答）  

N＝99  

0、¢鴛   20．Ot  イ〃O1  80〃t gO8‡ 川仇Ol  10点未満  

10～30点未満  

30・｝50点未満  

50点以上   

8g．g   

8．Ol  

退院前妨間措＃料  

退院晴リハビリテーション指導料  

訪問書護指示料  

退院前在宅療ヰ椿事管理料  

モの他  

患者の状態評価において、FrMを用いた評価（終了時の点数と開始時の点数との差）に  

っいては、「10～30点未満」（40名）が最も多く、次いで「30～50点未満」（】2名）となって  

いる。  

図6．4＿2 患者の状態評価（FIM）  （人）  

0   5   ‖） 15   20   25   30   ユ5   ヰ0   ヰ5  

5l  
52   



3） 状態の評価   

状態の評価については、「身体機能の改善の見込みがある」が6l．3％、rこれ以上の身体  

機能の改善の見込みはない」が36．3％となっている。  

図表6．4・11状態の評価  

D1  101  201  30％   ヰO1   501  601  70ヽ   801  901  100l   

2）リハビリテーション終7後の対応（複数回答）  

リハビリテーション終了後の対応については、「日常生活上の指導（関節可動域訓練、持  

久力訓練、筋力訓練、呼吸訓練等）を行った」（59．0％）が最も多く、次いで、「外来の定期  

的診療で対応する（予定含む）」（2g．4％）となっている。  

図表6．4－13 医療保険によるリハビリテーション終了後の対応  

合計（N＝261〉  

001  2001  4801  80－0％  800l  合計  
（N＝328）  

1  1  L  日常生活上の指導（関節可動域  
訓練、持久力馴は、筋力桝績、  
呼吸訓練等）を行った  

外来の定期的診療で対応する  
（予定含む）  

特段の対応はしていない  

介護保挨サービスを紹介した  

スポーツクラブや健鷹増進施設等  
を紹介した  

他の医療機軌こよる医療保険の   
訪問リハビリテーションを紹介した  

あん♯、鍼灸などの代替医療を  
紹介した  

新たな疾患のために別のリハビ  
リテーション料を算定する（予定含む）  

職業リハビリテーション施設を  
紹介した  

その他  

無国華  

弓円これ以上の身体機能の改善の見込みはない臼身体機能の改善の見込みがあるロ無回答！   

（8） 医療保険によるリハビリテーション後の対応   

1） 医療保険によるリハビリテーション終了の有無   

医療保険によるリハビリテーション終了の有無については、「終了した」が79．6％、「終  

了していない」が19．2％となっている。  

図表6．4－12 医療保険によるリハビリテーション終了の有無  

0ヽ   ln＼   70ヽ   301  10＼   50ヽ   601  †0ヽ   80ヽ   901  100ヽ  

L一終了したq終九ていない□無由壷l  

54   53  



上限（136・－150日）をもって柊7  

これ以上改善の見込はない  身  
体  
込機  
み能  

で状態維   がの あ改   

持が可能  対象  対象外   回 答   
る善  
の  
見   

その他の急性発症した心  0   6   0  

大血管疾患又はその手輯  l．1l   1．1l   1．1l   0．Ol   6．5l   0．Ol   

後の患者（忙＝93）   

急性心筋梗塞（N＝80）   0   9   

1．3l   1．鍋   l．3l   0．OIi   11．3l   1．3l   

慢性心不全（N＝39）   0   0   0   0   0  

2．構   0．Ol   0．Ol   0．Ol   0．Ol   0．Ol   

狭心症発作（M＝29）   2   0   0   3   8  

6．9l   0．Ol   3．4Ii   0．Ol   10．3l   0．Ol   

その他（N＝川）   0   0   0   0  

5．6l   0．Ol   0，Ol   0．Ol   5．6l   0．Ol   

（9） 代表的な疾患と其定日数の関係   

代表的な疾患と算定日数の関係、及びその患者の内訳は次のとおりである。   

算定日数上限前にリハビリテーション料の算定を終了した患者のうち、「身体機能の改善  

の見込みがある」とされた患者の割合が高い。これは、調査に回答した医療機関でのリハ  

ビリテーションが終了した患者が対象であり、実際にはその後、他の医療機関にてリノ＼ど  

リテーションを実施しているものと推察される。  

表6．4－1代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限前に終了）  

上限前（135t］まで）  

これ以上改善の見込はない  身  
体  
込機  み能  

で状態雑   がの あ改   

持が可能  対象  対象外   回 放こ   
る善  
の  
見   

合計（N＝208）   6g   12   2   1I8   8  

33．2l   5．8l   1．Ol   0．5l  58．Tl   2．9l   

その他の急性発偏した心  23   3   2   4丁   2  

大血管疾患又はその手術  3，9l   2．6l   1．3l  60．3l   2．6l   

後の点者佃＝78）  

急性心筋梗塞（N＝57）   18   2   0   0   38   

31．6，も   3．5l   0．Ol   0．Ol  63，2l   1．8l   

慢性心不全（N＝34）   16   4   0   0   13   

4了．1l  11．8l   0．Ol   0．Ol  38．2l   3．Ol   

狭心症発作（N＝23）   了   2   0   0   12   2  

30．4％   8．7l   0．Ol   0」川  52．2l   8．7l   

その他（N＝16）   5   0   0   10   0  

31．3l   6．3l   0．鍋   0．Ol  62．5l   0．Ol   

表6．4－3 代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限後に終了）  

上限後（151日以砕）  

これ以上改善の見込はない  身 体  
込機  
み能  

で状態難   がの あ改   

持が可能  対象  対象外   回 答   る善 の  
見   

合計（N＝7）   2   0   0   0   5   0  

28．6l   0．Ol   0．Ol   0．01   Tl．4l   0．Ol   

その他の急性発症した心  2   0   0   0   0  

大血管疾應又はその手術  0．0ヽ   0．Ol   0．Ol   33．3l   0．Ol   

後の患者（N＝3）  

急性心筋梗塞（N司）   0   0   0   0   4   0  

0．Ol   0．Ol   0．Dl   0，Ol  100．Ol   0．Ol   

侵性心不全（陸相）   0   0   0   0   0   0  

狭心症発作（N＝0）   0   0   ¢   0   0   0  

その他（N＝0）   0   0   0   0   0   0  

表6．4－2 代表的な疾患と算定日数の関係（算定目数上限をもって終了）  

上限（136■－150日）をもって♯了  

これ以上改善の見込はない  身  
体  
込機  み能  

がの あ改   回 筈  
持が可能  対象  対象外   答   の  

見   

合計（M＝259）   6   2   3   0   19   

2．3l   0．8l   1．2l   0．Ol   7．3l   0．4l   

55  56   



6．5 患者の状況（1）【施設向け患者調査票（脳血管疾患等リハビリテーション）】  

（1）基本情報   

1）性別   

患者の性別についてみると、「男性】が52．6％、「女惟」が47．3％となっている。  

図表6．5－1患者の性別  

0ヽ   tOヽ  2nヽ  3nヽ  10ヽ  50ヽ  60ヽ  川ヽ  80ヽ  90ヽ  川0＼   

（2）算定対象疾患と算定期間   

平成18年4月以降に調査対象医療機関でのリハビリテーションを開始した患者における  

算定対象疾患は、「脳梗塞」（145件）が最も多く、次いで「外科手術又は肺炎等の治療時の  

安静による廃用症候群その他のリハを要する状態の患者であって、一定程度以上の基本動  

作能力、応用動作能力、言語聴覚能力の低下及び日常生活能力の低下を来している患者」  

（84件）となっている。10件以上のケースのある算定対象疾患について、算定日数の上限を  

もって終了した患者の割合をみると、「パーキンソン病」（犯0％）が最も多く、次いで「脳  

出血」（24．3％）となっている。  

図表6．5－4 算定対象疾患と算定期間  

Ol l01  28t   3D1  40t  らOt  80t lOt  8（It  00t lOOl  

合計  
（N＝907）  

恒机女口無回答竜  

2）年齢（平成柑年12月1日時点）   

患者の年齢についてみると、「70～80歳未満」が17g名で最も多く、次いで「80～90歳  

末満」がt46名となっている。  

図表6．5－2患者の年齢（N＝554）  （人）  

0  50  川0  158  200  

H捜暮仙＝】l引  

61出血（N＝3丁）  

くもIl下出血（N＝8）  

モの他のt仕舞■した片血t  
畏▲又はその手暢■（Nこ5）  

上江■（≠＝ハ  

ム■■（Ⅳ＝‖  

書■■傷【N＝l）  

その他の■性貴慮した中嶋欄爛  
鏡■又はその手欄相（Hニー）  

多発性汁丘炎＝＝り  

束禰沖■陣書モの他の汁は痍■（帖l）  

パーキンソン■肘；lO）  

鴨■小■t性虔（ヽ巨2）  

外≠手簡又は■A■の澹t■の安■によも共用庄片疇モの■の  
リハを■すも牧槍の▲書であって、一定程度以上の暮事b作鵬力、  

応梓川別瞥貯九書托韓薫t力の瞥下鳥び日★生薦t力の最下を  
蒙しているt書（H三81）  

書臣讐佃司）  

10歳末満  

10－20蒙未満  

20～30歳末漢  

30～40歳末満  

相－50歳末粛  

50－60歳末蒲  

拍～†0ま未満  

70－80歳末漢  

80－90歳末浅  

90～川8歳未満   

100歳以上  

無 回 答  

3）診療区分  

診療区分についてみると、「入院」が64．2％、「外来」が34．7％となっている。  

図表6j－3 診療区分  

OIl 10ち  20ヽ  30％   401  50≠  80ヽ  701  801  9011 100l  

－i上i鱒il諒百吏で）にiラ古fiすi‘；i二手品盲j転≠≠草子高車i亘さi福海テ車重薔l  

ぎi外車日よ如奉垂ぎ  

57  
58   



（3） 除外疾患   

1） 除外疾患の有無   

除外疾患の有無についてみると、50．4％が「該当する」としている。  

図表6．5－5 除外疾患の有無  

0％  10≠   20≠   301  40％   50t   80ち   TO1  801  901 100l  

2）該当する場合、その疾患・障害（複数個答）   

算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合、その疾患・障害についてみると、「脳血管疾  

患等リハビリテーション料の算定対象疾患に該当jく52．1％）が最も多く、次いで「運動器リ  

ハビリテーション料の算定対象疾患に該当」（43．9％）となっている。  

図表6．5－S 算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合の疾患・障害  

合計（N＝328）  

0，O1  20．Ol  ㈹．O1  600l  合計  
（N＝90丁）  

■▲t痍書■リハビリテーション欝の甘食鱒■ホ■に一考  

遭■書リハビリテーション蠣の打士対暮よ▲に牡当  

■●■リハビリテーション＃の貴賓＃■■■に正当  

心大▲書焦慮リハビリテーション網の井量欄■■■に放舅  

■自書  

l  l  l  

！■塵当する口由しないロ無回層l  

2）除外疾患に該当する場合、その適用項目   

除外疾患に該当する場合、その適用項目についてみると、「障害児（者）リハビリテーシ  

ョン料に規定する患者」（28．0％）が最も多く、次いで「高次脳機能障害」（け7％）となって  

いる。  

図表6．5－6 除外疾患に該当する場合の適用項目  

合計（N＝I57）  

001  501 10．Ol1501 20．O1 2501 300l   

（5）過去に算定していたリハビリテーション料  

1）過去に算定していたリハビリテーション料の有無   

過去に算定していたリハビリテーション料については、16．0％が「有」としている。  

図表6．5－9 過去に算定していたリハビリテーション料の有無  

O1  10t  201  301  401  501  601  TO1  801  901 100ヽ  

障害児（舌）リハビリテーション料に規定する患者  

高次脳機能陣層  

難病患者リハビリテーション斜に頒定する疾患  

失拝症．失杜および失行症   

回復期リハビリテーション病棟入院料を井足する疾鳥  

重度の頚髄損傷  

頭部外傷および多部位外傷  

ホ回答  
l■有占≠bi繭1   

2）現在のリハビリテーション料に切り替えた理由   

現在のリハビリテーション料に切り替えた理由については、「新たな疾患が発症したた  

め」（27．6％）が最も多く、次いで、「病態が変化したため」（26．2％）となっている。  

図表6ふ10 現在のリハビリテーション料に切り替えた理由  

Ol  101  201  301  40t   501  801  701  801  901 100ヽ  

（4）算定対象疾患以外の疾患・障害   

1）算定対象疾患以外の疾患・障害の有無   

算定対象疾患以外の疾患・障害の有無についてみると、36．2％が「有」としている。  

図表6．5－7 算定対象疾患以外の疾患・障害の有無  

○ヽ   tOヽ   201  301  10ヽ   50ヽ   601  －0ヽ   80ヽ  gOt lOOt  

桓画一≠軽重め扇車重垂重奏亘≠亘：占車重卓垂幸，】  

60   

事極東車卓亘1  

59  



（8） 医療保険によるリハビリテーション後の対応  

1）医療保険によるリハビリテーション終了の有無   

医療保険によるリハビリテーション終了の有無については、「終了していないJが55．8％、  

「終了した」が42．6％となっている。  

図表6．5－14 医療保険によるリハビリテーション終了の有無  

O1  101  20ヽ   301  40I  501  801  7肌   801  9【弼  100≠  

（6） その他の算定項目（複数回答）  

「脳血管疾患等リハビリテーション料」以外に算定した項目については907名のうち】51  

名が算定しており、内訳は次のとおりとなっている。  

図表6ふ】】その他の算定項目  

N＝151  

001  20、O1  4001  6801  8001 1000l   

2．Ol 0．1l g9ヽ 1   

地域連携退院時共同指覗料  

退院前訪問指導料  

退院時リハビリテーション指導料  

訪問者護指示料  

退院前在宅療養指導管理料  

その他  

弓・由丁した臼終了していない口無回答！   

2）リハビリテーション終7後の対応（複数回筈）  

リハビリテーション終了後の対応については、「日常生晴上の指導（関節可動域訓練、持  

久力訓練、筋力訓練、呼吸訓練等）を行った」（38．9％）が最も多く、次いで、「介護保険サ  

ービスを紹介した」（38．3％）となっている。  

図表6．5－15 医療保険によるリハビリテーション終了後の対応  

合計（N＝ユ88〉  

001  2（‖）l  小川1  880l  

（7） 調査時点の患者の状態   

1）リハピー」テーションの段階  

リハビリテーションの段階については、「維持期」（62．t％）が最も多く、次いで、「回復  

期」（24．7％）、「急性期」（10．5％）となっている。  

図表6ふ12 リハビリテーションの段階  

口ヽ   tOヽ  ～P＼  コ0ヽ  1Dヽ  5（lヽ  60ヽ  †0ヽ  80ヽ  00ヽ IO（lヽ   

日常生活上の楕導（■廿可屯■  
帥■．持久力桝■、筋力馴■、  
■t加瞳専〉を行った  

介打躍絆サービスを紺介した  

特段の対応はしていない  

外稟の定期的鯵♯で杓応ナる  
（予定含む）  

頼たな虔慮のた－＝＝別のリハビ  
リテーション料を算定すもけ定食む）  

他の匿■■騨＝こよる臣血環■の   
仇†即ノハビリテーション手織介した  

あん書．＃曇などの代書医療を  
紹介した  

スポーツクラブやt■増進施敗書  
苦境介した  

書簾リハビリテーション篤投書  
綿介した  

その他  

■回書  

合計  
（N＝907）  

】－急性期田回復期田維持期占無由l  

2） 状態の評価   

状態の評価については、「これ以上の身体機能の改善の見込みはない」が66．0％、「身体  

機能の改善の見込みがある」が3l．1％となっている。  

図表6．5■13 状態の評価  

0％  10，i 20†i 30ヽ  40I  501  60≠  7D1  80†i 901 100ヽ  

■これ以上の身体機能の改善の見込みはない白身休機舵の改善の見込みがある0無回答  
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上限（166・－1自0日）をもって終了  

これ以上改善の見込はない  身  
体  

込機 み能  無  
がの  回  

状賠の維持が  あ改  企  

可能   る善  
対象   の  

見  
外科手簡又は紳典■の治■■の賓■lこ  3   6   0   0  

▲る♯用虐麟■モの他のリハを暮ナも  

扶1の■暮であって、－走疇慮以上の  

暮♯■作t力、威欄■爬■九、℡樗■  3．6l   丁．1ち   1．2l   0．Ol  l．2％   0．鍋   

貴簡力の堆下1び日★生活■力の撼下  

餐糞していも▲事（桐4）  

脳出血（N＝37）   2   5   0   0   

5．4l   13．5l   2．7l   0．Ol  0．Ol   2，了l   

その他（N＝53）   5   0  

1．gl   9．4l   1．9≠   1．gl  1．9l   0．Ol   

（9） 代表的な疾患と算定日数の関係   

代表的な疾患と算定日数の関係、及びその患者の内訳は次のとおりである。   

算定日数上限前にリハビリテーション料の算定を終了した患者のうち、「身体機能の改善  

の見込みがある」とされた患者の割合が高い。これは、調査に回答した医療機関でのリハ  

ビリテ ーションが終了した患者が対象であり、実際にはその後、他の医療機関にてリハビ  

リテーションを実施しているものと推察される。  

表6．5－1代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限前に終了）  

上限前（165日まで）  

これ以上改善の見込はない  身  
見体  

込機 み能  

状態の維持が  
がの  

無回答   
あ改  

可能   対象   る幸  
の   

78   42   3   54   ■  
合計（N＝182）  

42．9％  23．08l  1．7l   0．8l  2g，才一  2．2l   

35   16   0   23   2  

脳梗塞（Nニ77）  

45．5l  20．8l  1．3l   0．OIi  29．9l  2．6l   

外科手輌又はホ難事の治僧時の安静  

による由用錠餞■モの他のリハ喜雷  27   14   

ナる状撫の農事であって．一定程鷹以  

上の▲本■僧脆力、応用動作他力、t  

樗■隻ぉ力の虹下及び8集塵居能力  49．1l  20．0！も  1．8l   1．8l  25．5l  1．8l   

の億下を来している■暮（N＝55）  

5   0   0   10   
脳出血（N＝1了）  

2g．4l   5．9l  0．0％   0．Ol  58．8l  5．9l   

14   8   7   0  

その他（N＝33）   

33．3l  ヰ2．4l  3．Ol   0．Ol  21、2l  0．01i   

表‘．5－3 代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限後に終了）  

上限後（181日以降）  

これ以上改善の見込はない  身  
見体  
込機 み  

状態の維持が  
能 がの あ改  

可曾巨   る善  
対象   の   

合計（N＝42）   9   21   0   8   3  

21．4l  50．Ol   2．4l   0．Ol  19．1l   7．1l   

脳梗塞（N＝27）   7   13   0   0   5   2  

25．9l  48．2l   0．Ol   0．Ol  18．5l   7．4l   

外鴨事■又は■♯書の治■特の安■に  0   0   0   

▲るよ用虚■■その熟のリハを■ナも  

扶1の1書であって、一定■鷹山上由  

暮暮■惰t力、応用■作t力、曹欄欄  

0．Ol  33．3l   0．OIi   0．01i  33．3l  33．3l   
文t力の儀下及び日書生活■力の鴫下  

を薫しでいる上義仲；3）  

催出血（N＝5）   0   4   0   0   0  

0．Ol  80．Ol   0．Ol   0．Ol  20．Ol   0．Ot   

その他（N＝7〉   2   3   0   0  

28．6l  42．gl  14．3l   0．Ol  14．3l   0．Ol   

表6．5＿2 代表的な疾患と算定日数の関係（算定日数上限をもって終了）  

上限（166■－180日）をもって終了  

これ以上改善の見込はない  身  
体  

込機 み能  無  
がの  回  

状態の維持が  あ改  苔  

可能   る着  
対象   の  

見  
合計（炬319）   18   32   3   2   7   

5．Ol  10．8I   0．9l   仇6l  2．2l   0．鵠   

脳梗塞（N＝川5）   10   16   0   5   0  

8．9l  11．Ol   0．Ol   0．7l  3．4l   0．仇  
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6．6 患者の状況（1）【施設向け患者調査票（運動器リハビリテーション）】  

（1） 基本情報   

1） 患者の性別   

患者の性別についてみると、「女性」が64．4％、「男性」が34．9％となっている。  

図表6．6－1患者の性別  

0！i lOt  20％  301i 401  50≠  601  丁【）1  80％  901 100l   

（2）算定対象疾患と算定期間   

平成18年4月以降に調査対象医療機関でのリハビリテーションを開始した患者における  

算定対象疾患は、「体幹・上・下肢の外傷・骨折、切断■離断（義肢）、運動器の悪性腫瘍  

等のもの」（247件）が最も多く、次いで「関節の変性疾患J（175件）となっている。10件以  

上のケースのある算定対象疾患について、算定日数の上限をもって終了した患者の割合を  

みると、「関節の炎症性疾患」（45．0％）が最も多く、次いで「関節の変性疾患」（40．6％）とな  

っている。  

図表6ふ4 算定対象疾患と算定期間  

01   tO■   20t   301  10t   501   80ヽ   701   80t   00ヽ   川0ヽ  

合計  
（N二1†67）  

】■男口女口無回答  

2）患者の年齢（平成18年12月1日時点）   

患者の年齢についてみると、「70～80歳未満」が300名で最も多く、次いで「60～70歳  

未満」が189名となっている。  

上・下丘の欄座州川＝t．筋・■・  

野川L汁は、血tのうち3捜嶋以上  
のヰ禽■傷）伸二‡l〉   

サ■綱傷によも円駐麻■（l丘以上）（N＝l〉  

体♯・上・下腰の外傷・サ折、切ホ・  
■■l■■〉．■■■のt慣■■■の  

もの（Nニ211）  

蘭書の■惟よ■（陣；け8J  

帆鱒の炎虚性艶鴨川＝小目  

hl■瘍による叫¶鵬嶋（N＝1〉  

運動●不安定虚事佃司0）  

■回書（N；○）  

図表6ふ2 患者の年齢（N＝977）  （人）  

5。 

0
巨
監
園
 
 

‖川 150  200  250  300  350   

10歳未満  

10－20象未満  

20～30歳未満  

30－40歳未満  

48－50歳末満  

50－80歳未満  

60－TO歳末満  

10－80歳末満  

80－90歳末満  

98一川0歳未満  

川0歳以上  

■ 回 書  

li上i血（1i柑i右i一三iラn上扁1ユ8－－5。即iもって縛丁巧上■i伸日以■冊了ロー由l  

（3）除外疾患  

1）除外疾患の有無   

除外疾患の有無についてみると、9．4％が「該当する」としている。  

図表6．6－5 除外疾患の有無  

Ol tOl  ！0ヽ  101 101  50ヽ  60ヽ   丁（l1  80＼  3）診療区分  

診療区分についてみると、「外来」が63．2％、「入院」がj5．6％となっている。  

図表6．6－3 診療区分  

0＼  tOヽ  20ヽ  30ヽ  10ヽ  50ヽ  も0＼ †0ヽ  80ヽ  90ヽ  tOOヽ  

901 100≠  

Ilii盲≠志占盲当しなしJロ無高音l  

r■示吏盲入院占亘回壷J  
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2）除外疾患に該当する場合、その適用項目   

除外疾患に該当する場合、その適用項目についてみると、「難病患者リハビリテーション  

料に規定する患者」（34．5％）が最も多く、次いで「障害児（者）リハビリテーション料に規定  

する患者」（20．0％）となっている。  

図表6．6－6 除外疾患に該当する場合の適用項目  

合計（N＝110）  

0．Ol  1001   20．01   3001   ヰ0．Ol  

図表6ふ＄ 算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合の疾患・障害  

倉鮒川＝コ相〉  

OtII  I00t  l00t  餌叫  808t  

■■■リハビリテーションれの一重＃暮ヰ▲に■蝿  

■▲t痍■■リハビリテーション■の♯士鱒徽t■に■嵐  

心大▲t象■リハビリテーションれの瞥童＃暮t鳥に■当  

■■■リハビリテーションれの書壬＃■t■に山当  

■眉讐  れ病愚老リハビリテーション斜に規定する疾患   

薄青児（者川ハビリテーション料に規定する患者   

回復期リハビリテーション病棟入院料を算定する疾患  

高次脳機能障害  

重度の頸髄損傷  

頭部外傷および多部位外傷  

失語症、失認および失行症  

k回答  

（5）過去に算定していたリハビリテーション料  

1）過去に井定していたリハビリテーション料の有無   

過去に算定していたリハビリテーション料については、25．1％が r有j としている。  

図表6ふ9 過去に算定していたリハビリテーション料の有無  

O1  10ヽ   20t   30ヽ   401  50ヽ   60■   70ヽ   801  901 100l  

（4）算定対象疾患以外の疾患・障害  

1）算定対象疾患以外の疾患一障害の有無   

算定対象疾患以外の疾患・障害の有無についてみると、29．8％が「有」としている。  

図表6．8－7 算定対象疾患以外の疾患・障害の有無  

0ヽ 10ヽ  201 aOヽ  40ヽ  501 80ヽ  701 80書  901 100l  

！i扁森口i回答I   

2）現在のリハビリテーション料に切り替えた理由   

現在のリハビリテーション料に切り替えた理由については、「新たな疾患が発症したた  

め」（57．0％）が最も多く、次いで、「病態が変化したため」（26．3％）となっている。  

図表6．6－10 現在のリハビリテーション料に切り替えた理由  

O1  201  40t  601  80～  100ヽ  

！i毒草蔦占蕪高遠蓼   

2）該当する場合、その疾患・障害（複数回答）   

算定対象疾患以外の疾患・障害を有する場合、その疾計障害についてみると、「運動ポリ  

ハビリテーション料の算定対象疾患に該当」（70．7％）が最も多く、次いで「脳血管疾患等リ  

ハビリテーション料の算定対象疾患に弦当」（33．0％）となっている。  
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